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【
注
意
事
項
】

　
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
で
掲
載
中
の
作
品
を
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
し
た
も
の
で

す
。

　
小
説
の
作
者
、「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
の
運
営
者
に
無
断
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
作
品
を
引
用
の
範
囲
を

超
え
る
形
で
転
載
・
改
変
・
再
配
布
・
販
売
す
る
こ
と
を
禁
じ
ま
す
。

　　【
あ
ら
す
じ
】

　
太
平
洋
戦
争
は
、
起
き
な
か
っ
た
と
い
う
ｉ
ｆ
編

　
そ
ん
な
世
界
の
前
提
条
件
っ
て
、
ど
ん
な
感
じ
な
の
か
、
と
い
う
の
を
考
察
し
て
み
ま
し
た
。

　
参
考
資
料

　
Ｃ
Ｇ
Ｓ
動
画
　「
目
か
ら
ウ
ロ
コ
の
日
本
の
歴
史
」　
小
名
木
善
行
＆
神
谷
宗
幣

　
Ｃ
Ｇ
Ｓ
動
画
　「
じ
っ
く
り
学
ぼ
う
!
日
本
近
現
代
史
」　
倉
山
満
＆
神
谷
宗
幣

　
ハ
ワ
ー
ド
・
ジ
ン
著
「
学
校
で
は
教
え
て
く
れ
な
い
　
本
当
の
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
　
上
下
」

　
猪
瀬
直
樹
著
　「
昭
和
１
６
年
夏
の
敗
戦
」

　
前
泊
博
盛
著
　「
日
米
地
位
協
定
」



　
Ｃ
．
Ｋ
．
Ｏ
ｇ
ｄ
ｅ
ｎ
著
「
意
味
の
意
味
」

　
荒
木
　
博
之
著
　「
日
本
語
が
見
え
る
と
英
語
が
見
え
る
」

　
今
野
真
二
著
　「
日
本
語
の
歴
史
」

　
山
口
仲
美
著
　「
日
本
語
の
歴
史
」

　
西
澤
泰
彦
著
　「
図
説
　
満
鉄
」

　
歴
史
読
本
編
集
「
関
東
軍
全
史
」

　
文
献
資
料
：
明
治
大
学
、
黒
曜
石
研
究
セ
ン
タ
ー
関
連
資
料

　
誉
田
亜
紀
子
著
「
と
き
め
く
縄
文
図
鑑
」

　
植
田
文
雄
　
著
　「
縄
文
人
の
淡
海
学
」

　
瀬
川
拓
郎
　
著
　「
縄
文
の
思
想
」

　
松
木
武
彦
　
著
　「
縄
文
と
ケ
ル
ト
」

　
西
田
正
規
　
著
　「
人
類
の
な
か
の
定
住
革
命
」

　
安
田
喜
憲
　
著
　「
森
と
文
明
の
物
語
」

　
鬼
頭
宏
　
　
著
　「
人
口
か
ら
読
む
日
本
の
歴
史
」

　
滋
賀
県
立
安
土
城
考
古
博
物
館
「
人
・
自
然
・
祈
り
」
共
生
の
原
点
を
探
る

　
滋
賀
県
立
安
土
城
考
古
博
物
館
「
水
中
考
古
学
の
世
界
─
琵
琶
湖
湖
底
の
遺
跡
を
掘
る
─
」

　
サ
ン
ラ
イ
ズ
出
版
「
滋
賀
県
の
歴
史
」



　
山
形
県
教
育
委
員
会
「
押
出
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
」

　
山
川
登
　
著
「
倭
国
大
乱
は
二
王
朝
の
激
突
だ
っ
た
」

　
寺
本
克
之
　
著
「
倭
国
大
乱
　
軍
事
学
的
に
見
た
日
本
古
代
史
」

　
倉
本
一
宏
　
著
「
内
戦
の
日
本
古
代
史
」

　
兼
好
法
師
　
著
「
徒
然
草
」

　
清
水
克
之
　
著
「
喧
嘩
両
成
敗
の
誕
生
」

　
関
　
幸
彦
　
著
「
武
士
の
誕
生
」

　
網
野
善
彦
　
著
「
日
本
の
歴
史
を
よ
み
な
お
す
」

　
本
郷
和
人
　
著
「
承
久
の
乱
」「
軍
事
の
日
本
史
」

　
作
者
不
詳
　
　
　「
伊
勢
物
語
」

　
原
田
信
男
　
著
「
義
経
伝
説
と
為
朝
伝
説
」

　
出
雲
隆
　
　
編
　「
鎌
倉
武
家
辞
典
」

　
講
談
社
　
　
編
　「
難
波
大
阪
　
全
三
巻
」

　
桃
崎
有
一
郎
　
著
「
武
士
の
起
源
を
解
き
あ
か
す
」

　
山
内
　
譲
　
　
著
「
海
賊
の
日
本
史
」

　
呉
座
勇
一
　
　
著
「
応
仁
の
乱
　
戦
国
時
代
を
生
ん
だ
大
乱
」

　
桃
井
治
郎
　
　
著
「
海
賊
の
世
界
史
」



　
曲
亭
馬
琴
　
　
著
「
椿
説
弓
張
月
」

　
本
居
宣
長
　
　
著
「
日
本
人
の
こ
こ
ろ
の
言
葉
」

　
太
安
万
侶
、
鈴
木
三
重
吉
、
武
田
祐
吉
「
古
事
記
」

　
紀
貫
之
　
　
　
著
「
土
佐
日
記
」

　
菊
池
寛
　
　
　
著
「
応
仁
の
乱
」

　
日
下
雅
義
　
　
著
「
地
形
か
ら
み
た
歴
史
」

　
関
裕
二
　
　
　
著
「
地
形
で
読
み
解
く
古
代
史
」

　
鴨
長
明
　
　
　
著
「
方
丈
記
」

　
黒
嶋
敏
　
　
　
著
「
海
の
武
士
団



　
　
目
　
　
　
次
　
　

─

日
露
戦
争
は
、
終
わ
ら
な
か
っ
た
?
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日
露
戦
争
は
、
終
わ
ら
な
か
っ
た
?

　　
日
露
戦
争
は
、
１
９
０
５
年
２
月
２
１
日
か
ら
３
月
１
７
日
に
か
け
て
、
奉
天
会
戦
の
敗
北
と
遼
陽

へ
の
後
退
、
追
撃
す
る
ロ
シ
ア
軍
を
第
三
軍
が
強
襲
し
て
撃
破
す
る
と
、
奉
天
郊
外
四
平
に
ロ
シ
ア
軍

は
後
退
し
た
。
日
本
側
は
死
者
３
万
７
２
８
１
名
、
傷
病
者
７
万
９
，
６
１
２
名
と
な
り
、
参
加
２
４

万
の
三
割
を
失
う
大
損
害
で
あ
っ
た
。
奉
天
の
敗
北
を
受
け
て
、
樺
太
上
陸
作
戦
が
企
画
立
案
さ
れ
、

日
本
側
は
樺
太
へ
１
９
０
５
年
７
月
７
日
に
上
陸
し
、
全
島
を
占
領
し
、
ロ
シ
ア
軍
７
１
２
１
名
を
捕

虜
と
し
た
。
１
９
０
５
年
５
月
２
７
日
─
２
８
日
の
日
本
海
海
戦
は
、
日
本
軍
の
圧
勝
で
終
了
し
、
帝

政
ロ
シ
ア
は
海
上
戦
力
の
大
半
を
失
う
結
果
と
な
っ
た
。

　
日
本
海
海
戦
の
圧
勝
と
奉
天
会
戦
の
敗
北
と
反
撃
に
よ
っ
て
、
終
焉
を
迎
え
た
。
戦
争
の
終
結
は
、

ロ
シ
ア
軍
が
奉
天
郊
外
四
平
に
後
退
し
た
が
、
日
本
軍
に
追
撃
す
る
余
力
な
く
、
各
師
団
既
に
弾
薬
が

尽
き
る
状
況
で
あ
っ
た
。
シ
ナ
派
遣
軍
総
参
謀
長
、
児
島
太
一
郎
に
よ
れ
ば
、
１
年
間
の
戦
争
継
続
を

想
定
し
た
場
合
、
さ
ら
に
２
５
万
人
の
将
兵
と
１
５
億
円
の
戦
費
を
失
う
と
し
て
、
戦
争
の
休
戦
を
求

め
て
い
た
。

　
ロ
シ
ア
側
と
し
て
も
、
日
本
側
の
赤
岩
次
郎
（
当
時
、
大
佐
）
に
よ
る
、
反
政
府
勢
力
支
援
の
結
果

と
し
て
、
１
９
０
５
年
１
月
に
「
血
の
日
曜
日
事
件
」
が
発
生
し
、
国
内
に
混
乱
が
生
じ
て
い
た
。
し
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か
し
な
が
ら
、
帝
政
ロ
シ
ア
政
府
は
、
徹
底
し
た
賠
償
請
求
拒
否
を
貫
き
、
領
土
の
１
ｍ
ｍ
も
割
譲
せ

ず
と
い
う
強
硬
姿
勢
で
あ
っ
た
。

　
１
９
０
５
年
８
月
１
日
に
始
ま
る
日
露
講
和
会
議
は
、
領
土
と
賠
償
金
を
請
求
す
る
日
本
と
拒
否
す

る
ロ
シ
ア
と
い
う
、
平
行
線
で
始
ま
っ
た
。
決
裂
し
た
場
合
、
帝
国
陸
軍
と
し
て
は
、
樺
太
派
遣
軍
を

動
か
す
こ
と
で
、
ニ
コ
ラ
エ
フ
ス
ク
上
陸
作
戦
お
よ
び
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
上
陸
作
戦
の
検
討
を
始
め
て

い
た
。

　
日
本
側
の
全
権
を
担
っ
て
い
た
、
古
村
純
一
郎
は
、
少
な
く
と
も
会
議
が
開
始
さ
れ
る
、
８
月
１
日

か
ら
捕
虜
返
還
を
実
行
す
る
た
め
に
半
年
間
を
期
限
と
し
た
、
停
戦
に
つ
い
て
ヴ
ィ
ル
ト
ー
ル
と
合
意

し
、
停
戦
協
定
に
署
名
し
た
の
で
あ
る
。
結
果
と
し
て
、
講
和
が
成
立
し
な
く
て
も
、
捕
虜
返
還
が
終

了
す
る
半
年
間
は
、
停
戦
期
間
と
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
日
本
軍
は
、
遼
陽
に
後
退
し
た
派
遣
軍
の
再
編
を
進
め
、
尽
き
か
け
て
い
る
弾
薬
に
つ
い
て
、
国
内

の
備
蓄
分
を
送
る
こ
と
で
、
多
少
な
り
と
も
改
善
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。

　
日
本
側
は
、
賠
償
金
の
請
求
が
国
是
と
な
っ
て
い
る
が
、
ロ
シ
ア
側
が
承
諾
し
な
い
と
判
断
し
て
い

た
。
日
本
側
は
、
御
前
会
議
の
中
で
、
第
二
次
日
露
戦
争
に
向
け
た
準
備
期
間
と
い
う
位
置
づ
け
と
し

て
、
講
和
会
議
を
捉
え
、
第
二
次
日
露
戦
争
を
遂
行
す
る
た
め
の
準
備
期
間
と
し
て
１
０
年
間
を
想
定

し
、
１
０
年
維
持
可
能
な
講
和
条
件
の
調
整
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
古
村
は
、
当
初
こ
ち
ら
の
要
求
を
ロ
シ
ア
側
に
提
出
し
、
日
露
双
方
が
賠
償
を
相
手
に
請
求
し
、
支
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払
い
に
つ
い
て
は
講
和
成
立
後
に
、
日
露
は
定
期
的
に
会
議
を
開
催
し
、
継
続
的
な
審
議
事
項
と
し
て
、

講
和
条
件
か
ら
保
留
す
る
と
い
う
流
れ
を
造
ろ
う
と
し
て
い
た
。
ヴ
ィ
ル
ト
ー
ル
に
し
て
も
、
講
和
そ

の
も
の
に
は
賛
成
で
あ
る
が
、
賠
償
金
ゼ
ロ
、
領
土
ゼ
ロ
と
い
う
前
提
条
件
を
日
本
が
認
め
る
と
は
考

え
て
お
ら
ず
、
最
初
の
三
日
間
は
平
行
線
で
終
わ
っ
た
。
古
村
か
ら
提
唱
さ
れ
た
、
双
方
が
戦
費
に
対

し
て
、
互
い
に
相
手
に
賠
償
と
し
て
請
求
す
る
、
相
互
交
渉
を
別
と
し
て
、
講
和
条
項
に
継
続
審
議
事

項
と
い
う
流
れ
を
作
っ
た
の
で
あ
る
。

　
停
戦
交
渉
お
よ
び
停
戦
期
間
に
つ
い
て
は
、
交
渉
が
成
立
し
８
月
１
日
か
ら
半
年
後
の
２
月
１
日
ま

で
と
し
て
、
捕
虜
の
返
還
を
相
互
に
実
施
す
る
と
し
た
の
で
あ
る
。
停
戦
お
よ
び
停
戦
期
間
の
公
布

は
、
日
露
本
国
の
了
承
を
得
て
、
停
戦
条
約
が
締
結
さ
れ
た
。

　
続
く
講
和
交
渉
の
焦
点
と
な
っ
た
の
は
、
樺
太
の
領
有
権
に
関
す
る
交
渉
で
あ
り
、
日
露
双
方
と
も

に
領
有
権
を
主
張
し
、
す
で
に
樺
太
を
占
領
し
て
い
る
日
本
軍
の
撤
退
を
ロ
シ
ア
側
が
求
め
て
い
た

が
、
日
本
側
は
許
容
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
旅
順
を
含
む
、
遼
東
半
島
の
権
益
は
す
べ
て
、
日
本
に
移
管
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
大
き
な
問
題

と
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
奉
天
の
帰
属
に
つ
い
て
は
、
日
露
双
方
共
に
領
有
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

　
講
和
条
約
の
中
で
奉
天
に
つ
い
て
は
、
日
露
双
方
が
領
有
権
を
主
張
す
る
形
と
し
、
奉
天
市
街
に
日

露
双
方
共
に
軍
を
駐
留
さ
せ
な
い
と
い
う
形
で
決
着
し
た
の
で
あ
る
。
奉
天
か
ら
の
撤
退
を
日
本
側

が
認
め
た
こ
と
で
、
ロ
シ
ア
側
は
、
樺
太
か
ら
の
日
露
両
軍
の
撤
退
を
も
示
唆
し
、
樺
太
の
領
有
権
は
、
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日
露
双
方
が
有
し
て
い
る
と
い
う
提
案
を
お
こ
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
１
．
ロ
シ
ア
は
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
日
本
の
政
治
上
・
軍
事
上
お
よ
び
経
済
上
の
日
本
の
利
益
を
認

め
、
日
本
の
朝
鮮
半
島
に
対
す
る
指
導
、
保
護
お
よ
び
監
督
に
対
し
、
一
切
の
干
渉
を
し
な
い
こ
と
。

　
２
．
日
本
お
よ
び
ロ
シ
ア
軍
は
、
鉄
道
警
備
隊
を
除
き
奉
天
よ
り
全
面
的
に
撤
退
し
、
奉
天
に
つ
い

て
は
、
双
方
が
領
有
を
主
張
す
る
地
域
と
す
る
。

　
３
．
樺
太
に
つ
い
て
も
、
双
方
が
領
有
を
主
張
す
る
地
域
で
あ
り
、
日
露
双
方
は
軍
を
全
面
的
に
撤

退
し
、
領
有
権
に
つ
い
て
は
、
別
途
協
議
を
継
続
す
る
こ
と
。

　
４
．
旅
順
、
大
連
お
よ
び
そ
の
周
囲
の
租
借
権
に
つ
い
て
は
、
ロ
シ
ア
が
清
国
よ
り
獲
得
し
た
権
益

す
べ
て
を
、
日
本
に
移
転
交
付
す
る
こ
と
。

　
５
．
ロ
シ
ア
お
よ
び
日
本
は
、
戦
争
遂
行
に
要
し
た
実
費
に
つ
い
て
、
双
方
に
請
求
し
、
請
求
の
金

額
・
時
期
・
方
法
に
つ
い
て
は
、
別
途
協
議
を
継
続
す
る
こ
と
。

　
６
．
戦
闘
中
に
損
害
を
受
け
、
中
立
港
に
逃
げ
隠
れ
し
た
、
ロ
シ
ア
艦
艇
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
合

法
の
戦
利
品
と
し
て
、
日
本
に
引
き
渡
す
こ
と
。

　
７
．
ロ
シ
ア
は
、
極
東
方
面
に
つ
い
て
、
海
軍
力
の
増
強
を
し
な
い
こ
と
。

　
８
．
日
本
は
、
日
本
海
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
、
ベ
ー
リ
ン
グ
海
に
つ
い
て
、
ロ
シ
ア
領
土
の
沿
岸
・
港

湾
・
入
江
・
河
川
に
つ
い
て
、
漁
業
権
を
日
本
側
に
許
与
す
る
こ
と
。

　
日
露
戦
争
後
に
交
わ
さ
れ
た
、
ポ
ー
ツ
マ
ス
講
和
条
約
は
、
後
の
世
界
大
戦
後
の
交
渉
を
示
唆
す
る
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よ
う
な
内
容
と
な
っ
た
。
日
露
双
方
は
賠
償
金
の
支
払
い
を
互
い
に
拒
否
し
、
停
戦
期
間
だ
け
が
締
結

さ
れ
、
基
本
的
に
は
両
国
間
で
の
継
続
審
議
事
項
と
い
う
形
で
保
留
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
新
聞
へ
の
発
表
と
し
て
は
、「
日
露
停
戦
、
領
土
と
賠
償
金
は
、
継
続
協
議
」
と
報
道
さ
れ
た
。
ロ
シ

ア
帝
国
側
は
、
一
時
的
な
敗
北
と
い
う
認
識
し
か
無
か
っ
た
が
、
革
命
騒
ぎ
へ
の
対
応
も
あ
っ
て
、
一

時
的
な
休
戦
と
い
う
講
和
条
件
で
あ
れ
ば
と
了
承
し
た
形
で
あ
っ
た
。

　
内
容
と
し
て
は
、
日
露
両
軍
が
、
奉
天
か
ら
撤
退
す
る
こ
と
と
な
り
、
日
本
側
は
遼
陽
を
含
む
、
遼

東
半
島
の
租
借
権
を
確
保
し
、
朝
鮮
半
島
に
対
し
て
、
ロ
シ
ア
の
干
渉
を
排
す
る
こ
と
に
成
功
。
領
土

及
び
賠
償
金
に
つ
い
て
は
、
継
続
交
渉
と
な
り
、
交
渉
内
容
に
よ
っ
て
は
停
戦
期
限
と
な
る
、
来
年
２

月
１
日
に
第
二
次
日
露
戦
争
も
辞
さ
ず
。
こ
の
よ
う
な
報
道
が
、
新
聞
各
社
か
ら
発
表
さ
れ
た
の
で
あ

る
。

　
１
０
月
に
は
、
岩
崎
財
閥
を
含
め
た
国
策
会
社
「
樺
太
石
油
」
の
設
立
が
報
じ
ら
れ
、
尾
羽
油
田
開

発
を
開
始
す
る
と
報
道
さ
れ
た
。
武
川
伯
爵
が
「
武
川
組
」
を
設
立
、
樺
太
鉄
道
の
敷
設
工
事
お
よ
び

維
持
管
理
を
請
け
負
っ
た
こ
と
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
新
聞
報
道
の
中
で
は
、
日
本
は
樺
太
を
日
本
領

と
し
て
扱
い
、
奉
天
に
準
じ
て
鉄
道
警
備
以
外
の
軍
を
撤
退
さ
せ
る
と
決
定
し
た
と
報
道
し
た
の
で
あ

る
。

　
ヴ
ィ
ル
ト
ー
ル
は
、
日
本
の
実
効
支
配
に
抗
議
し
、
ロ
シ
ア
側
が
設
立
し
た
民
間
軍
事
会
社
「
極
東

公
社
」
が
、
ニ
コ
ラ
エ
フ
ス
ク
に
発
足
し
、
示
威
活
動
を
始
め
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
露
双
方
と
も
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に
、
軍
の
再
編
に
手
間
取
っ
て
い
て
、
遼
陽
と
四
平
で
対
峙
す
る
状
況
が
続
い
て
い
た
。

　
大
連
か
ら
遼
陽
ま
で
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
に
合
わ
せ
た
５
ｆ
ｔ
広
軌
鉄
道
の
敷
設
を
開
始
、
大
連
陸
軍

工
廠
の
設
置
と
大
連
工
兵
学
校
の
設
置
が
決
め
ら
れ
た
。
日
露
戦
争
の
講
和
発
行
で
、
陸
海
軍
か
ら
予

備
役
に
編
入
さ
れ
る
者
を
選
抜
し
て
工
兵
学
校
へ
転
属
、
新
卒
学
生
を
含
め
て
、
内
務
省
鉄
道
院
傘
下

と
し
て
大
連
に
関
東
都
督
府
を
設
置
、
新
た
に
設
置
さ
れ
た
関
東
鉄
道
都
市
整
備
局
の
配
属
と
し
た
。

後
の
関
東
都
督
府
で
あ
る
。

　
大
連
か
ら
遼
陽
に
敷
設
さ
れ
る
５
ｆ
ｔ
だ
け
で
な
く
、
大
連
か
ら
旅
順
を
繋
ぐ
標
準
軌
の
軽
便
鉄
道

も
並
行
し
て
敷
設
工
事
が
始
ま
っ
た
。

　
ロ
シ
ア
側
は
、
奉
天
郊
外
四
平
に
１
０
万
を
配
置
、
長
春
お
よ
び
哈
爾
濱
に
も
各
１
０
万
、
計
３
０

万
が
満
洲
派
遣
軍
と
し
て
配
備
さ
れ
た
。
日
本
側
は
、
半
島
側
が
安
定
し
た
こ
と
で
第
一
軍
を
遼
陽
に

移
設
、
第
三
軍
を
旅
順
に
、
第
二
軍
を
豆
満
江
に
配
置
し
、
シ
ナ
派
遣
軍
と
し
た
。

　
ポ
ー
ツ
マ
ス
講
和
条
約
は
、
日
本
側
は
第
二
次
日
露
戦
争
に
向
け
た
、
休
戦
期
間
と
さ
れ
た
。
戦
費

の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
第
一
軍
か
ら
第
三
軍
を
解
散
せ
ず
配
置
を
継
続
さ
せ
た
が
、
傷
病
兵
を
含
め
徴

兵
を
予
備
役
編
入
を
含
め
た
形
で
帰
国
さ
せ
、
定
数
割
れ
の
ま
ま
で
配
置
を
継
続
し
た
。
実
数
に
つ
い

て
は
、
軍
機
と
い
う
形
で
公
表
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
第
一
軍
３
万
，
第
二
軍
２
万
，
第
三
軍
２
万
程
度

と
な
り
、
日
本
軍
の
継
続
戦
闘
が
失
わ
れ
て
い
た
と
推
定
で
き
る
。
機
密
事
項
で
は
あ
っ
た
が
、
ロ
シ

ア
軍
が
攻
勢
に
出
た
場
合
は
旅
順
方
面
へ
の
暫
時
撤
退
と
さ
れ
て
い
て
、
陸
軍
は
日
露
戦
争
で
失
わ
れ

6



た
陸
軍
戦
力
に
つ
い
て
、
兵
力
の
回
復
を
図
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、
講
和
を
講
和
と
し
て
利
用

し
よ
う
と
し
て
い
た
。

　
継
続
戦
闘
能
力
は
、
武
器
弾
薬
だ
け
で
な
く
、
兵
員
そ
の
も
の
も
対
象
で
あ
り
、
日
露
戦
争
で
は
動

員
限
界
に
近
い
形
で
海
外
派
兵
を
実
行
し
、
戦
地
後
方
合
わ
せ
て
１
０
８
万
人
を
動
員
し
、
戦
死
８
４

千
、
戦
傷
１
４
３
千
と
な
り
、
１
％
以
上
の
損
害
が
生
じ
て
い
ま
す
。
日
本
の
総
人
口
４
６
０
０
万
で
、

男
性
２
３
０
０
万
、
就
労
人
口
１
２
０
０
万
と
す
れ
ば
、
国
民
総
生
産
を
支
え
る
筈
の
人
員
１
０
人
に

１
人
が
参
戦
し
、
千
人
に
１
人
が
死
ん
だ
と
い
う
計
算
に
な
り
ま
す
。
都
道
府
県
に
よ
っ
て
は
、
１
％

か
ら
３
％
の
軍
に
徴
用
さ
れ
る
よ
う
な
、
成
人
男
性
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
に
な
り
、
日
本
側
は
本
当
の

意
味
で
総
力
戦
で
あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

　
当
時
の
日
本
で
は
、
知
り
合
い
の
知
り
合
い
が
、
み
な
知
り
合
い
で
あ
る
、
地
縁
血
縁
が
強
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
近
所
の
何
人
か
を
日
露
戦
争
で
失
っ
た
の
で
あ
る
。

　
帝
国
陸
軍
は
、
遼
陽
に
シ
ナ
派
遣
軍
を
駐
屯
し
て
い
て
、
露
西
亜
帝
国
陸
軍
は
、
奉
天
郊
外
の
四
平

に
、
満
洲
派
遣
軍
を
駐
屯
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。
日
露
両
国
と
も
、
第
二
次
日
露
戦
争
が
、
何
時
発

生
す
る
か
と
い
う
前
提
で
、
戦
争
準
備
を
進
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
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